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９月議会　一般質問と答弁（再質問を除く）
1、 教育問題に関して
【質問】（１）小中一貫校は、決定事項なのか
1 小中一貫校について説明責任を果たしたか
2 必要性は何処にあるのか
3 何故、複合施設なのか
4 お金はあるのか
【答弁】① 教職員、ＰＴＡ連合会の会長に対して説明会を実施してきた。今後、多度地区で保護者や地域住民等へ実施し、小中一貫教育、小中一貫校の必要性等について丁寧に説明責任を果たして行く。
② 本市の教育推進、充実の上で、有効な方策であると考えている。効果を最大限に発揮できるのは、日常的に小中一貫教育の取組が行え、児童生徒一人ひとりに合った教育が提供できる施設一体型小中一貫校の設置にあります。
③ 小中一貫校を軸に、福祉、社会教育施設などの公共施設機能を複合的に有する事で、地域住民の皆様方のコミュニティ活動や多世代交流の拠点施設を目指す。
④ 協議し，合意形成を図りながら一緒に検討して行く。
【質問】（２）多度地区でのモデル校推進について
1 何故、多度地区だけで説明会を実施するのか
2 名張市では止めるようだが中止もあるのか
3 「何が欲しい」と聞く意味は
【答弁】① 多度地区でモデル校を推進していく事になったから。
② 名張市は延期になったと聞いている。地域と共にある学校作りを行い、子どもが行きたくなる学校、保護者や地域の方々が行かせたくなる学校にしていきたい。
③ 地域の皆様や保護者の皆様、学校の先生方と一緒に検討、協議していきたい。
【質問】（３）小学校の普通教室にエアコン設置を最優先課題に
【答弁】（先の議員の質問・答弁にもあり、設置費用として幾らかかるかを聞く）
３５０教室設置に７億円かかる。　　　　　　　　　　　　　（裏面右側へ続く）
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください。
日刊紙　月３,４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議員団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは　２２－３０２８　（星野自宅）
【決算特別委員会　総務安全分科会】

「議案１４６号　平成２８年度桑名市一般会計並びに各特別会計歳入歳出決算の

認定について」分科会での反対の意見表明の内容。
全体的に桑名力とか言って、目立っているようですが、内情はグチャグチャです。
社会保障・税番号制度システム整備費、事業費、個人番号カード交付事業費、地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業費、証明書コンビニ交付サービス事業費、これらは、マイナンバー制度に反対ですから不必要なお金の支出です。個人情報の漏洩の危険が増えるだけです。
公共施設マネジメント推進事業費、住民の立場に立ったプランではありません。
ジュニア・サミット関連事業費、必要だったのでしょうか。
自衛官募集事務費、切手代の提供なら、お金持ちの自衛隊が自分で払えばいいのではないか。１８歳・１９歳の名簿をわざわざ作っての提示はすべきではない。
桑名市土地開発公社解散代位弁済費（土地開発公社の解散に当たっての第三セクター債での借り入れ）、負債（借金増）の責任の所在が明らかにされていません。
三重地方税管理回収機構負担金、回収機構から脱退しましょう。桑名市の収税対策室の方が酷い取り立てをしています。必要ないです。
図書館のＰＦＩ事業、図書館で働いている人の低賃金をみれば、市がワーキングプアをつくりだしています。本の購入や金利問題等不明確です。
指定管理者制度の運営代行費、城東公民館・スポーツ施設・桑名市の体育館・市民プールなどを管理していますが、責任の所在が不明確です。特にスポーツ施設などで事故があってからでは遅すぎます。
各所にある人権啓発費、同和関連予算、もう終わっています。必要ありません。
平成２８年度桑名市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算については、依然と続く一般会計からの繰り入れ頼りの会計となっています。早期に終了するべきです。
【総務安全委員会】付託された議案審査の賛否。
６議案中、５議案に反対。（賛成は「第１５２号　桑名市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について」）　　　　　　　　　　　　　（裏面左側へ続く）
１、「第１４４号　平成２９年度桑名市一般会計補正予算（第３号）」に反対。
1 繰越明許費の適応指導教室建設事業費、建設場所と建築構造（平屋）の問題。
2 債務負担行為の証明書交付マルチコピー機導入経費、条例も通っていないのに地区センターの廃止を前提にしている。
3 一般職給（条例に基づく職員採用）の増額、条例のいい加減さと任期付職員（弁護士）の採用は適当ではない。
２、「第１４９号　桑名市まちづくり拠点施設条例の制定について」「第１５０号　桑名市役所出張所設置条例の一部改正について」「第１５４号　桑名市公民館条例の一部を改正する条例の一部改正について」の３議案は、一括して反対。
1 総合支所、地区センター、公民館の廃止に反対。
2 住民サービスの低下を招き、住民の不安を増強させる。
3 まちづくり拠点・地域コミュニティという名で、本来なら行政がしなければならない事を住民に強制する。
4 やるなら、まず、住民組織をちゃんと作って予算化してからするべきです。
３、「第１５１号　桑名市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について」反対。
条例制定の説明が不充分。条例に、今回は関係ないと言う、訳の分らない付け足しがある。今回、市の職員とする弁護士を必要とする理由が不明確。
９月議会の最終日は、１０月４日（水）午後１時からです。
解散・総選挙　問われる５つの大問題
冒頭解散は、安倍首相の「森友・加計疑惑隠し」で、前代未聞の異常な党利党略的な暴挙です。この暴挙は安倍政権が国民の世論と運動によって追いつめられた結果です。安倍政権を退場に追い込む歴史的チャンスです。「自公と補完勢力」対「野党と市民の共闘」という選挙の対決構図のなかで、問われるのは次の５つの問題です。

［１］国政私物化、憲法破壊等　国民の民意を踏みつける政治に審判　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［２］北朝鮮問題は外交解決で　憲法違反の「戦争法」は廃止に　　　［３］消費税１０％増税の中止　格差と貧困をただす経済民主主義を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［４］安倍９条改憲を許さない　思想・信条を超え国民的審判を　　　［５］核兵器禁止条約への参加　非核の政府つくりましょう
２、社会保障に関して
【質問】（１）「子どもの貧困」解決と連鎖の切断について

1 市の生活保護と自立支援事業の状況から、貧困は見えているのか
2 「子どもの貧困」解決に「子ども医療費窓口無料化」の果たす役割は大きいが、市の見解は
貧困の実態調査を提案。「子ども医療費窓口無料化」は、先の議員の質問・答弁にもあり、他市の例から、決定してから実施まで約１年かかり、これでは桑名市は再来年以降になる。これで桑名市は「選ばれるまち」になるのか訴える。
【答弁】求めず。（質問時間の関係で）
３、都市計画に関して
【質問】（１）駅東地区における特別用途地区に関する条例（案）について
1 「人口ビジョン」との整合性は
【答弁】一定規模の建築物については低階層に商業業務系用途を設置する内容であり、「桑名市人口ビジョン」の今後の方針には支障ない。
【質問】（２）駅西地区の無秩序な開発と無料駐輪場の廃止について
1 まちづくり委員会はどうなったのか
2 お金のある人優先なのか
3 無料駐輪場は、何故継続できないのか
ｐ無料駐輪場が９月１４日に閉鎖されるといいます。こんな無法を行政が自らやっていいのですか。何故１０００人もの市民が利用している｢無料駐輪場｣を継続できないのですか。多度の様に「何が欲しいですか」と聞いてみたらどうですか。
【答弁】求めず。（質問時間の関係で）
４、働き方改革に関して
【質問】（１）国と桑名市の働き方改革について
1 市は何をやろうとしているのか　② 進行状況は
長時間労働による若者の過労死・過労自殺が相次ぐ中で、時間外労働(残業)の規制は国民共通の願いであります。しかし、国の(安倍政権の)｢働き方改革｣は、｢罰則付きで時間外労働の上限を設け、長時間労働を是正する｣と言うものの、実際は、｢抜け穴｣や｢特例｣で、労働者を過労死するまで働かせようとするものです。
市長は、「長時間労働を削減し、この財源で職員の研修とか資格取得の手当に投資する」と言われました。こんな乏しい、馬鹿な発想はやめるべきです。必要ならば、堂々と予算化すべきです。
【答弁】答弁の時間が無くなりました。（私たちは１人質問・答弁で４５分です。）[image: image1.png]
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